
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 萌芽型共同研究採択課題 10th Symposium

2018年 7月12日, 13日

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第10回シンポジウム

はじめに

流体軸受は、軸、油膜、軸受から構成される。油の流れは極小領域で圧力を発生させ、荷重によって軸と軸受が直接接触するの
を防ぐ[1]。我々は大規模計算に向いている陽解法[2]を用いた流体構造連成解析ソルバを開発した。これにより、大規模な流体
軸受の解析が可能になった。

モデルの解析結果

+と×はそれぞれHL（弾性変形なし）モデルとEHL（弾性変形あり）モデル
の圧力分布を示す。●は軸受の凹み、すなわち変形量を表す。油膜内
が高圧になると、隙間が油膜厚さに比べて大きく広がる。その結果、
軸受の弾性変形を伴うEHLモデルの圧力は、EHLモデルの圧力は軸受
の変形がないHLモデルよりも低くなる。

計算性能

FUJITSU	Server	PRIMERGY	CX400	で1600億自由度での強スケールでの
理想的な並列性能を実現した。Reedbush-Hを使い計算の重い計量を
GPU（P100）で計算すると、一枚あたりの演算速度は337(GFlop/s)だった。
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コア数による計算速度の向上
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油膜内圧力と軸受
の応力は釣り合う。
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軸受の変形（構造解析）

油膜分布

圧力分布

従来の反復法では、大規模モデルだと
計算量がO(n2)~	O(n3)で増える。
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陽解法

軸半径 (mm) 30

軸の長さ (mm) 20

軸の隙間 (μm) 30

偏心率 0.95

粘性 (mPa・s) 10

密度 (kg/m3) 1000

回転速度 (rpm) 1000

時間ステップ (μs) 0.1

計算条件

HLとEHLモデルでの圧力分布と軸受の変形分布


